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(補足説明) 

１．極値統計導入の考え方 

 新方式では稀に出現する現象の部分「裾野の部分」に焦点をあて、極値統計を導入することで、 
 他人受入率等の推定に必要とするサンプル数を削減します。 

 
図１. 極値統計導入の考え方 

 
２．国際規格の概要                 ※詳細は参考資料［6］を参照ください。 

（１）使用統計モデル（極値分布） 

  
 

（２）評価手順 

 
 

少数サンプル（数百）の実測値から

しきい値近傍の分布を推定

大規模サンプル（数千）による実測分布

（現在の標準手法によるもの）

しきい値 精度値

新方式

実測値

極値統計による精度推定

しきい値

サンプル数(実測値の数)

照合スコア

【一般化パレート分布モデル】 … Generalized Pareto Distribution     … GP 法 

 閾値以上の照合データからしきい値Θを超えるデータの出現率を推定するモデル 

【一般化極値分布モデル】    … Generalized Extreme Value Distribution     … rGEV 法 

 照合データを複数のグループに分け、グループごとの上位ｒ番目までの照合データから 

 出現率を推定するモデル 

【GP 法】 

＜精度評価＞ 

 ①しきい値Θの決定、②形状・スケールパラメータ推定、③診断図の作成 

＜結果検証＞ 

①モデル適合性の確認、②信頼区間の推定、③誤照合率の推定 

【rGEV 法】 

＜精度評価＞ 

 ①ブロックサイズ n・上位 r以上の選定 

 ②しきい値・形状・スケールパラメータ推定、③診断図の策定 

＜結果検証＞ 

①モデル適合性の確認、②信頼区間の推定、③誤照合率の推定 

Θ 
Θ 



（３）報告事項 

  
 

（４）評価例 

  
 

３．導入効果 
 JAISA精度評価技術グループでは、サンプル数（データ数）を削減して、同等の精度評価結果が

得られるかを確認した。上記の例（顔認証）では、サンプル数を 1／４に削減しても同等の結果が

得られる。別の指紋データではサンプル数を 1／６に削減しても精度評価できる。導入効果として

は極値統計を用いることでサンプル数を１／３以下に削減して精度評価ができることを実証した。 

 表 誤照合率の評価に必要なサンプル数 

誤照合率 必要な照合件数†1 必要なサンプル数†1 5152想定効果†2 

0.001%(10万分の 1) 30万以上 775以上 258以下 

0.0001%(100万分の 1) 300万以上 2,450以上 816以下 

0.00001%(1000万分の 1) 3,000万以上 7,746以上 2,582以下 

†１:従来規格(ISO/IEC 19795-1)で、誤照合率の精度評価に必要とされる照合件数とサンプル数。 

†２：新規格(ISO/IEC 5152)によりサンプル数を１／３以下としたときに必要とされるサンプル数。 

【使用モデル】 

 ＧＰ法 / ｒＧＥＶ法 

【設定パラメータ】 

 ＜ＧＰ＞ ①しきい値Θ、②形状パラメータ、③スケールパラメータ、他 

 ＜ｒＧｅｖ＞ ①しきい値Θ、②ブロックサイズ n、③順位 r、他 

【評価結果】 

 ①推定誤照合率、②診断図、③信頼区間の評価／モデル適合性評価結果 

【評価データ】  

モダリティ 出典 スコア データ件数 

顔(静止画像) bioscote/frgc/gmm/scores/2.0.4/nonorm/scores-dev 類似度 31,927,840件 

                            ※ サンプル数 5,650件相当 

【推定誤照合率】 

 ＜ＧＰ＞                 ＜ｒＧｅｖ＞ 

      
図 GP とｒGev による Extrapolated FMR(False Match Rate）評価結果 

※適切なパラメータを設定すると 2 つモデルでほぼ同等な結果が得られる。 
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 例えば、ご照合率 0.00001%(1000万分の 1)の精度評価を実施しようとしたとき、従来規格ではサ

ンプルを 7,746以上必要とするのに対して、新規格の精度評価では必要とするサンプル数を 2,582

以下にすることができる。したがって、従来規格で必要とされる 0.0001% (100万分の 1)の精度評

価で使用したサンプル数 2,450以上を有していれば、概ね 0.0001% (1000万分の 1)の性能評価がで

きることになる。 

 これは、性能改善のためにサンプル数を増やさなくても精度評価ができるという点で便利な精度

推定方法である。大規模なサンプル収集にコストがかかる日本にとって効率的な性能評価方法が国

際標準化されたことになる。今後開発される高精度な生体認証の性能評価にも利用でき、世界的に

も生体認証の進化に寄与できると考えられる。 

 なお、本想定効果は削減したサンプル数で精度評価ができることを保証するものではない。照合

データ数が１万件（サンプル数 100件）を下回るような場合は、評価結果が揺らぎ、信頼区間が広

くなり、評価結果が使えないこともある。 
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